
平湯川砂防樹林帯第２号帯工他１件工事

工期：平成22年11月9日～平成23年3月31日

施工：中越興業株式会社

○ 現場代理人：出口　康則

監理技術者：小室　英二

１．整備効果

当工事は、高原川支流平湯川の良好な木々をそのまま樹林帯として取り込み、現
在の自然をできるだけ残して、上流の『しのぶ砂防堰堤』と一体となった自然環境を生
かした砂防施設として整備する工事です。
平湯川の下流部では河床や流路の変化が激しく、大洪水時には周辺地域に非常

に大きな被害をもたらせてきました。
平湯川の下流部は、川の中州、寄洲ができ、そこに多量の樹木が生育しています。
また、常に水量の多い流れがあることから、良好な景観と生物が生息しやすい環境

になっており、その自然環境を生かし、生息する動植物の生態系に影響を与えず、多
くの砂防施設と河川内の樹林が一体となって、整備効果を発揮させる砂防施設の一
部を施工しています。

冬期施工における安全対策について
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２．工事概要

工事概要は、下記のとおりです。

砂防土工 仮設工 １式
掘削工　 Ｖ＝１，６００ｍ

３ 工事用道路盛土　 Ｖ＝２１０ｍ
３

埋戻し工　 Ｖ＝３８０ｍ
３ 砂防仮締切工 Ｖ＝４，８００ｍ

３

大型土のう N＝１２０袋
帯工（第２号帯工） ｺﾝｸﾘｰﾄ締切 Ｖ＝１４９ｍ

３

帯工本体工　 Ｖ＝１７３ｍ
３ 水替工 １式

【新粗石ｺﾝｸﾘｰﾄ　Ｖ＝１３７ｍ
３
】 除雪工 １式

護床工　 Ｖ＝２４１ｍ
３

帯工（第３号帯工）
帯工本体工　 Ｖ＝２８６ｍ

３

【新粗石ｺﾝｸﾘｰﾄ　Ｖ＝２２６ｍ
３
】

護床工　 Ｖ＝２４６ｍ
３

本工事において仮設工（砂防仮締切工とコンクリート締切）が全体施工数量に対
して４０％を占めています。仮締切に使用する土砂の採取箇所は、３ヵ所からの搬入
計画となっており、一般道路を走行し、運搬することになっています。
また、施工時期が冬期施工ということで、工事車両の降雪・凍結によるスリップ事

故の発生が懸念された為、交通災害防止を安全の重点項目としたので報告します。
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３．交通災害防止計画

１）安全リスク評価
２）運搬経路マップの作成（注意箇所の周知）
３）出入り口にカーブミラーの設置
４）過積載防止対策
５）積雪時・凍結時の安全対策
６）安全運行パトロール

１）安全リスク評価
施工計画書作成時に、本工事の施工において当社総合マネジメントシステム

に基づき、安全リスク評価を行いました。
どの工種の、どの作業が危険であり、事故の発生のリスクが高いのか、事前に把
握し、その作業において、どのように対策を講じれば、交通災害発生のリスクが
低減できるか評価しました。

○内　危険有害項目

土砂運搬時の安全リスク評価及び低減記録



２）運搬経路マップの作成（注意箇所の周知）

効果：①掲示することで、どこの工事車両か容易に判断
することができました。
②他工区、一般道路でも判断する事がができまし
た。
③裏側に運行ルートを明示することで運転手同士
の連絡・出入り時の調整が容易に取ることができ、
往復路を色分けした、注意箇所を明示した事で解
かり易かったと運転手から感想をもらえました。
④当社のロゴマークを表側にラミネートすることで、
運転手自身が安全意識の向上に繋がったとの感
想をもらえました。

表側
当社ロゴマークと工事名を記載

裏側
注意箇所・指示事項を記載

注意箇所を記載

指示事項を記載

運行状況

フロントガラス部に掲示

裏側
拡大図



３）出入り口にカーブミラーの設置

効果：①夕暮れ時、対向車両のライトが早めに反射するので、安全に搬入するこ
とができたと運転手から感想をもらえました。

４）過積載防止対策

土砂運搬作業開始前に、バックホウ（０．８ｍ
３
級）を使用する為、事前にダンプトラッ

クの積載容量を検収し容積を計測しました。その結果、積載容量は約５ｍ
３
という計測

結果となりました。

そこで、積込み場所によって、バックホウのキャビンの高さが上下に変化する為、積
込み高さの上限目安をボディー面とし、車両に降雪時でも良く解かるよう、蛍光スプレ
ーにてマーキングを行い、明示しました。
次に、実際にキャビンの高さを、マーキングラインが見えるぎりぎりの低さの場所にて

積込みを行い、その積込み回数は、５回という結果でした。

土砂を積込んだダンプトラックを、蒲田川工業㈱に協力を依頼し、実際に総重量を
計量しました。
その結果、総重量は、２０ｔを超過する事が無く、積載重量も超過しなかった為、作

業所ルールとして、どのダンプトラックでも、積込み回数は、５回と決定しました。

設置状況

至　栃尾方向

至　平湯方向

工事車両進入方向

拡大写真

対向車両が一目瞭然

ダンプトラック積載容量検収

長さ測定 高さ測定 検収結果

マーキング明示 土砂積込み完了 最大積載重量確認



実作業においては、ステッカーを作成し、オペレーターの視野を阻害することなく、
且つ、積込み回数を忘れないように、キャビンのフロントガラス下部に掲示しました。

５）積雪時・凍結時の安全対策
実作業日において、現場出入り口、工事用道路に降雪がある場合は除雪を行い、

また、凍結した場合は、作業前に凍結防止剤を散布し、工事車両のスリップ事故が起
きないよう防止対策を行っています。

６）安全運行パトロール
土砂運搬時、ダンプトラックが安全に走行しているか、交通法規を厳守しているかな

どをチェックする為、安全運行パトロールを午前１回、午後１回積込み箇所、運搬ルー
ト、荷下ろし箇所を巡回し、安全運行に努めています。

４．おわりに

当現場は、現在着手して、間もない工事です。
毎朝の安全朝礼、危険予知活動、安全巡視などの安全管理活動を充実し、毎日の安全
作業に繋がるよう、努めています。
最後になりますが、より一層の安全作業に取り組み、無事故・無災害で、工事を完成させ
たいと思います。

計量状況
総重量　　：19.6t≦20.0t
最大積載量：7.82t≦8.1t

過積載防止ステッカー ステッカー掲示状況

総重量計量

凍結防止剤散布状況除雪状況

安全運行パトロール実施状況

拡大写真

拡大写真


